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１．	幼稚園の教育目標および本年度の重点目標 

集団生活の初めての場として、幼児の健やかな心身及び社会的な成長を促すことを目標としています。そのためには幼児期の特徴を踏まえ、感覚を豊かにして、感覚を通して、周囲の人

間関係、環境に関わっていく生活がなされるように配慮した幼児教育を目指しています。 
２．	自己評価結果及び学校関係者評価 

 
評価項目 自	 	 己	 	 評	 	 価 学校関係者評価委員会 

よい 普通 不十分 状	 	 況 園としての改善策 評価点 意見 
	

①保育の計画

性	

教育理念の理解	 31%	 60%	 	9%	 他の教師の保育を参観する機会が少ない。	

課題の消化になりがちで、楽しさへの配慮が少ない。	

園の教育理念の理解が徹底していて、それに沿って実

践されているのか、個々の教員によって差がある。	

互に評価できるような場

の設定。	

学年、全体での保育内容の

検討の場をつくる。	

	

よい	

季節の変化や伝統的保育を大切にし、子ども達

が理解しやすく意欲を高める環境作りがなさ

れている。また、保護者会やお便り・˙ＨＰな

どでその教育理念を保護者と共有できる。	

指導計画	 67%	 29%	 	4%	

環境の構成	 56%	 36%	 	8%	

評価・反省	 43%	 39%	 18%	

②保育のあり

方、幼児への対

応	

健康と安全への配慮	 71%	 29%	 	0%	 教員としての意識がクラスや担当学年に集中して、子

どもの多方面の関わり方に気付くことが少ない。	

学年間や全体会で情報を共有するように努めている。	

いろいろな場面での関わ

り方を通して子どもの様

子に注目する。	

	

よい	

個々の特性を理解し、心身ともに安定した園生

活になるよう工夫されている。クラスを超えた

交流の中で社会性が身についていると感ずる。	

子どもの理解	 57%	 40%	 	3%	

指導者のあり方	 67%	 29%	 	4%	

③教師として資

質、能力、適正等	

保育者としての良識	 72%	 28%	 	0%	 教員としての意識、行動に個人差がある。	

担当学年以外での共有の意識が少ない。	

教員間で情報を共有す

るように努める。	

よい	

	

担任だけでなく教員全体が子どもの名前を把

握し、園全体でサポートしていて安心できる。	組織の一員でのあり方	 68%	 30%	 	2%	

④保護者への対応	 73%	 26%	 	1%	 接点の多い家庭と少ない家庭とがある。その差を埋め

る必要を感ずる。	

保護者との接点の機会を

考える。	

よい	 丁寧な対応で活動の様子や小さな変化に対し

ての報告がある。ＨＰで保育の様子がわかる。	

⑤地域の自然や社会との関わり	 14%	 48%	 38%	 地域との接点が少ない。	 地域と接点を考える。	 ふつう	 園外保育がいい経験。地域に関わる保育がもう

少しあってもよい。。	

⑥研修と研究	 16%	 43%	 41%	 研修機会が少ない。	 研修機会を増やす。	 ふつう	 課題を設定し、研修を保育に活かして欲しい。	

３．	学校関係者評価委員会からの総合的な意見	 	  
	 多様な環境の家庭を受入れ、発達の特性や違いなど状況に応じて配慮されていると感じるが、専門的な配慮が必要な場合は、教員間の共通や他機関との連携など、より踏み込んだ対応

が出来ると望ましい。 
	 集団生活の中でも個々の年齢や能力に合わせた目標を掲げてくれるので、子ども達も伸び伸びと成長でき感謝している。 
 

４．今後に向けての園の取り組むべき課題 
	 	  	 園内研修（活動内容について、幼児や家庭について、等）、安全管理の研修、技能の習得 


